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（flame　cell　pattern）とFam ．　Opisthorchiidae

のその一般式について
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国立予防衛生研究所寄生虫部

（1965 年2 月15 日受領）

0 芦 沽。rchis　fel加 心 のcercaria またはmetacercaria

の焔状細胞型式（flame　cell　pattern） はVogel 　（1934）

によって明らかにされているが，その第2 次排泄管への

各焙状細胞群の配属形式に関して疑義があることは，す

でに筆者ら（小宮・多治見，　1941）によって述べられたと

ころである．

その後筆者ら（Vajrasthira　dαZ・，　1961）は，　OpistみQr・chis

　viverriりj のmetacercaria について，その
焙状細胞

型式を明らかにすることを得，その結果からも，上記の

疑義をますます深めるにいたった．

なおこれに関しては1963 年10 月リ オデジャネイロで

開かれた国際熱帯病学会の 席上，筆者はVogel 氏 に会

い，右の疑問の点についての意見を問うたところ，同氏

も自からの観察はおそらく誤りであろうと述べている．

たまたま，　1964 年10 月初旬，筆者はHamburg の熱

帯病研究所に立寄り， 同所においてDr ．　Minning 氏 ら

の好意により，0 がが／，りnソ心 西Zみy・バ のcercaria の排

泄系統について観察する機会をえ，上記の筆者の疑問と

するところを解決することができた．

以下は右の結果の報告とともに，広くFam ．　Opisthor－chiidae

についての焔状細胞型式 についての 一般的特徴

について論じたものである．

観 察 材 料

Opisthorchis　felineusのcercaria は， さ き にP ．Ziekowsky

氏 が 召珊夕心leachi 　iこ実験的に同虫卵を感

染せしめた同貝より， 自然に游出したものを 用いた．Cercaria

の排泄系統の観察はカバー・グラス と スライ

ド・クラストの間に 封入した同cercaria の生鮮標本に

ついてこれを行った．その手技の詳細については，かっ

ての筆者の報文（小宮，　1961）を参照されたい．

観察の結果

Opistゐorchis　feline・む のcercaria の排泄系統の分割

因子（factor　of　division）お よび 第3 次排泄管にそれぞ

れ連絡する焔状細胞群の数は5 つであることは，　Vogel

の観察に全く一致する．ただ，この5 個づっの焔状細胞

群を有する第3 次排泄管の連絡状況が，同氏の観察結果

と異っている．

すなわち，排泄のうから発した各主排泄管（第1 次排

泄管）は体を斜め上方に外側に走り，　cercaria の腹吸盤

原基の側方において屈曲しつつ，上方の第2 次排泄管と

下方の第2 次排泄管とに分れる，この場合上方第2 次排

泄管はあまり屈曲を示すことなく体側を上昇し，それぞ

れ5 イ固の焔状細胞を有する2 枝の第三次排泄管に分離す

る．この場合第2 の第三次排泄管は下降第二次排泄管と

交叉しつつやや下降し，腹吸盤原基のやや下方にまでそ

の焔状細胞を分布する．

腹吸盤外側において主排泄管より分れた第二次排泄管

下降枝はその分岐直後よりいちじるしく屈曲，時にその

部においてループを形式した後，体側方を後走し，やが

て3 枝 の第三次排泄管に分岐し，各第三次排泄管は，そ

れぞれ5 個を焔状細胞に連絡する．なお，この下降第三

次排泄管の屈曲形成部は，　cercariaの穿通細胞と被（；i）う

原腺との存在のために， とくにcercaria が収縮ないし

充分伸長しない状態にあるときは，その走行がみにくく

とりわけ上記のようにその屈曲部を上部第二次排泄管に

属する下降の第三次排泄管が交叉するので，その走行を

見あやまるおそれがある． しかしcercaria かその体を

充分伸展した状態のもとでは，右の走行は充分明らかに

看取することができる．

いずれにもせよ， 右 の観察 の結果，　Opisthorchis
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1．A ・知加rchis　oΓientalis

2．j 血九。でゐis　taizvanensis

3．　Clonor・chis　si。ensis

4．　Opist ゐθΓchis　viverrini

5．　Opist ゐθ7Tみis　feiineus

第1 図　Opisth 。rchiidaeに属するものの

metacercaria の焔状細胞の配列模式

felineus のcercaria の焔状細胞型式は，2

×〔（5＋5）十（5＋5＋5）〕

であることが明らかとなった．

論　　 議

かつてVogel 　（1934） の記載したところに よ れ ば，Opisthorchis

　feline・む の　cercariaの焔状細胞型式は，

〔（5）十（5＋5＋5＋5）〕 とされていた．しかるに今回の観
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察の結果で，右の式は「分割因子5 」 の各5 つの焔状細

胞群を有する第三次排泄管の第二次排泄管への連絡状態

の誤認にもとづくもので，これは〔（5＋5）十（5＋5＋5）〕

と訂正さるべきものであることが明らかとなった。

かつて筆者ら（小宮・多治見，　1941）は，同じくOpis －thorchiidae

に 属 するClon ・rchis　si。。，jぶ のeercaria

およびmetacercaria の焔状細胞の 配列状態を観察し，

その分割因子はO ．　fel・・tieusと異 り“3 ”であるが，第

二次排泄管への連絡は，その上枝が焔状細胞の2 群 を，

下枝かその3 群 を有することを認め，その焔状細胞型式

は〔（3＋3）十（3＋3＋3）〕であることをしっだ。同時に，

おなじくOpisthorchiidae に属 するA をX・rchis・パentails

お よび 八£taizvan 。。治 のmetacercaria についてその

焔状細胞の 配列状態を検し， それが 分割因子を 異なれ

（分割因子“5 ”）， 上方第2 次排泄管は2 つの焔状細胞

群を，下方第2 次排泄管は3 つ の焔状細胞群を有し，上

下第二次排泄管に帰属する焔状細胞群の数はCX 回りrchissinensis

の場合と基本的には 全く同一で，上枝2 群，

下枝3 群 であることを知った。なおその後，筆者は他

の同僚とともに（Vajrasthira　e八il．，　1961），　Opistho－rchis

t・八・eノアみ，fのmetacercaria の排泄系統 を検し，

その上下第二次排泄管に属する焔状細胞群の数は，上

枝2 群，下枝3 群 で，　Clot・orchis　si？・az臨 の場合と全

く同様であることを知ったのであるが，いまここに，Opisthorchis

　feline・む のcercaria の 上下第二次排泄管

に属する各焔状細胞群の数が，上記のそれぞれと全く同

一であることを知りえた。

そこで，いまFam ．　Opisthorchiidaeに 属する 上記5

種 の吸虫数の焔状細胞型式を列記してみればそのごとく

なる。

1．　Opisthorchi・s　fell。eas

Cercaria　　〔（5＋5）十（5＋5＋5）〕

Metacercaria 〔（5＋6）十（6＋6＋6）〕

2．0 がsthorchぶ 石w アフ鈿j

Metacercaria 〔（3＋3）十（3＋3　＋　3）〕

3．　Clonot・訪j∫sinensis

Cercaria お よびmetacercaria

〔（3＋3）十（3＋3＋3）〕

4．　Metorchis　orientalis

Metacercaria　（基本的に）

〔（5＋5）十（5＋5＋5）〕

5．　Metorchis 　tぶm7 刀冖び，・∫

Metacercaria　（基本的に）
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［（5＋5）十（5＋5＋5）］

かくして，　Fam ．　Opisthorchiidaeに属する成員の焙状

細胞の配列様式は，その分割因子は異なりうるが，等し

く上方第二次排泄管には基本的には同数の細胞群を有す

る2 枝の第E 次排泄管を，下方第二次排泄管には同様の3

枝の第三次排泄管を連結するものであり，これを焔状

細胞型式（flame　cell　pattern）の一般式をもって 表示す

れば，ひとしく，

〔（x 十x）十（x 十x 十x）〕

という一般式をもって表示しうるものといえよう．なお

この場合x は分割因子を表わすものとする．

結　　 論

1．　Opisth りrchis　fel・丗 心 のcercaria の焔 状細胞型

式を 観察し， これが〔（5＋5）十（5＋5＋5）］であること

を明らかにした．

2） これと従来の知見を総合して，　Fam ．　Opisthor－chiidae

の焔状細胞型式の一般式は，2 ×〔（x 十x）十（x 十

十x）〕であることを明らかにした．
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THE　FLAME　CELL　PATTERN　OF　THE　CERCARIA　OF　OPISTHO 尺C月7SFELINE

じS　AND　ITS　GENERAL　FROM　COMMON 　TO

MEMBERS　BELONGING　TO　THE　FAMILY

（trematoda ）

Yoshitaka　KOMI 　Y　A
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In　the　previous　paper　（Komiya　et　al．，　1941）　the　validity　of　the　flame　cell　pattern　of　thelarval　form　of　O

酉がhorchis　fel加eus　presented　by　Vogel　（1934）　was　discussed　by　the　presentauthors　et　a1

．

In　October　1964　the　flame　cell　pattern　was　eχamined　on　the　cercaria　of　0．　戸Z加eus　inthe

T 　ropeninstitute　by　the　present　author，　and　the　result　showed　that　the　flame　cell　pattern　wasto　be　demonstrate　as　the　formula　

【2×［（5＋5）十（5＋5 ＋5）］instead　of　2×［（5 ）十（5　＋　5＋5＋5）］．Thus

the　general　form　of　the　flame　cell　pattern　common　to　members　belonging　to　theFamily　Opisthorchiidae　can　be　e

χpressed　as　2χ［（χ十x）十（x十x 十χ）］，　where　“　χ　”　representingthe　factor　of　division　of　each

species　respectively．
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